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Ⅰ　はじめに
　算数・数学科教育において過去の教科書を分析す
る意義は，今日の学習指導がなぜこのような取り扱
いになっているのかその理由を知ることができるこ
とであろう。過去の我が国の教科書を分析した先行
研究として，取り上げた教科書に着目すると以下の
ような研究がある。岡野（2015, 2016, 2018），須永
（1988）は，明治後期から使われた国定教科書であ
る『尋常小学算術書（通称，黒表紙教科書）』を分
析している。井端・片岡（2014），川上（2008），成
田（2010, 2012），岡野（1992a, 1992b, 1993, 1994），
坪松（2008），玉木（2010）は，昭和初期の国定教
科書である『尋常小学算術（通称，緑表紙教科書）』
を分析している。蒔苗（2010, 2012）は，戦中の国
民学校で使われた『初等科算数（通称，水色紙教科
書または青色表紙教科書）』を分析している。
　一方個々の教科書ではなく，指導内容の変遷に着
目した研究もある。例えば，伊藤（1982）や大田（1988）
は，教科書における「分数」の取り扱いを分析して
いる。
　小数・分数の乗法・除法は，今日でも指導の困難
性が指摘される（片桐，1995）。小数・分数の乗法・
除法の教科書の取り扱いを分析する場合，主に「分
数の除法」を中心に分析される。その理由として，
小数は整数と同じ十進位取り記数法であるのに対し
て，分数は二数の組み合わせによる表記（分母と分
子）によるため，分数が小数よりも難しいとされて
いるからである。また分数の乗法よりも分数の除法
の意味づけが難しいとされているからである。
　しかしながら小数と分数，その乗法と除法の指導
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　本稿の目的は，明治後期の『黒表紙教科書』から終戦直後の『算数』までを対象として，算数教科書における小数の
乗法の取り扱いに関する歴史的変遷を分析することである。そのため，小数と分数の位置づけ，純小数と帯小数の乗法
の位置づけ，具体的場面と乗法の意味の観点から分析を行った結果以下のようなことが明らかとなった。黒表紙教科書
では，分数よりも小数が先行していたが，分数との結びつきも既に見られるようになった。緑表紙教科書では，小数は
分数の特別な場合であるとし，分数が先行していたが，水色表紙教科書では，小数が先行するようになった。当初黒表
紙教科書では，純小数の乗法が中心課題とされていたが，緑表紙教科書以降では次第に帯小数の乗法から導入するよう
になった。ただし緑表紙教科書では，「4km，0.1km，0.8km，2.5km」の順序であったが，水色表紙教科書では，「4m，2.5m，
0.1m，0.4m，2.3m」の順序に変わり，帯小数の乗法が純小数の乗法よりも先になった。意味づけについては，具体的場
面を導入課題とした緑表紙教科書からと考えられているが，実際は，黒表紙教科書の第 3 期で意味づけについて注意が
払われている。
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は一連の流れの中で捉えられるべきであり，整数表
記と同じ「小数の乗法」がどのように教科書におい
て取り扱われているかを分析することも意味があ
る。
　我が国の算数教科書の変遷は，大きく分ければ，
明治後期までの検定期，明治後期以降の国定期，戦
後の検定期に分けられる。本稿では，明治後期以降
から始まった国定教科書から戦後に発行された文部
省著作の教科書までを対象とする。本来ならば検定
期の教科書も対象とすべきであるが，教科書ごとに
取り扱いが異なるため，その分析は稿を改めること
とする。終戦後に発行された教科書は「国定教科書」
ではなく「文部省著作の教科書」であるが，検定教
科書が存在しないという意味で対象に含めた。
　三浦（1961）は，「分数・小数の指導の変遷」を，
黒表紙教科書，緑表紙教科書，戦後の教科書の 3 つ
に分けて説明している。その中で黒表紙教科書につ
いて，以下のようにほとんど変化はなかったとして
いる。
　「第一次の修正の後に出された教科書（明治 43 年
版）を中心とし，その後のものを参考として用いて
いくこととする。そのわけは，第二次や第三次の修
正はあったけれども，指導の本筋には大きい変化は
認められないし，とりわけ分数や小数の指導につい
ては，特に取り上げるほどの修正も見られないから
である。」（三浦，1961, p.20）
　さらに緑表紙教科書と水色表紙教科書にも違いは
ないと述べている。
　「表紙は緑色から青色に変えられた。だが特に進
歩したとはみられないで，国家主義的，戦時的色彩
が濃い点が目立っている。このような事情から，昭
和 10 年から 20 年までを一応緑表紙時代とよび，緑
表紙の教科書と教師用書を主体として分数・小数の
指導のありさまをなるべくくわしく見ていこう。」
（三浦，1961, p.31）
　大きな変遷をとらえようとするときには上述の 3
つの区分でよいが，それぞれの修正内容を細かく見
ていくことも意義がある。本稿の目的は，『黒表紙
教科書』から『算数』までを対象として，算数教科
書における小数の乗法の取り扱いに関する歴史的変
遷を分析することとする。
Ⅱ　教科書の変遷
１．国定教科書の変遷
　教科書における小数の乗法の取り扱いは，表 1 の
ようにそれぞれ異なる。黒表紙教科書では，小数か
ら分数への指導順序であり，純小数の乗法から帯小
数の乗法へ進んだ。一転して緑表紙教科書では，分
数から小数への指導順序で，1 つの文章題中で純小
数と帯小数が取り上げられている。さらに水色表紙
教科書と戦後の教科書では，小数から分数への指導
順序に戻り，1 つの文章題中で純小数と帯小数が取
り上げられている。
　使用期間でみると黒表紙教科書は，第 2 期が 10 年，
第 3 期改訂が 12 年と長い。算数・数学教育におい
てしばしば研究対象となっている緑表紙教科書は 4
年と短い。
２．黒表紙教科書
（１）第1期教科書
　明治後期において教科書は検定制から国定制に移
行した。国定教科書は明治 38 年から使用された。
尋常小学校は 4 年，高等小学校は 4 年であり，以下
のように学年ごとに児童用教科書と教師用教科書が
作られた。なお尋常小学校では教師用教科書のみで
ある。
表1　国定教科書における小数の乗法の位置づけ
教科書 学年 発行年 期間 順序（数） 順序（計算）
第 1 期黒表紙教科書
第 2 期黒表紙教科書
第 3 期黒表紙教科書
第 3 期改訂黒表紙教科書
緑表紙教科書
水色表紙教科書
算数教科書
高等 1 年
5 年
4 年
4 年
5 年
5 年
5 年
明治 38 年
明治 43 年
大正 9 年
昭和 2 年
昭和 14 年
昭和 18 年
昭和 22 年
5 年間
10 年間
7 年間
12 年間
4 年間
4 年間
4 年間
小数→分数
小数→分数
小数→分数
小数→分数
分数→小数
小数→分数
小数→分数
純小数→帯小数
純小数→帯小数
純小数→帯小数
純小数→帯小数
純小数→帯小数
帯小数→純小数
帯小数→純小数
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尋常小学算術書　教師用 4 巻
高等小学算術書　児童用 4 巻　教師用 4 巻
　この教科書は，藤沢利喜太郎の影響があると指摘
される（高木，1980, p.116）。藤沢は，分数よりも
小数が重要であることを以下のように述べている。
「小数は整数と全く同一にして計算することを得又
そこに小数の価値があるのです。実に整数と分数と
の入り雑ったものは計算上不便であるが，整数と小
数との入り雑ったものは整数と同一の様に取扱て差
支がないと云ふのは小数の大発明の世に行はれたる
理由の一つであります。」（藤沢，1900, p.143）
　教科書における小数と分数の指導順序は，小数の
乗法・除法から分数の乗法・除法へ進む。『編纂趣
意書』によれば，数と計算の種類の扱いは以下のよ
うである。
「数の種類（整数，小数，分数）と計算の種類（加
減乗除）とは独立せるものにして互に関渉すること
なし。是れ分数及ひ小数に関する計算の原則なり。
例へは品物の単価に其数量を乗すれは其代価を得る
ことは其単価及ひ数量の整数なると小数なると分数
なるとに関せさるか如く又尺数を六にて除すれは間
数を得ることは其尺数ノ整数なると小数なると分数
なるとに関せさるか如し。本書は児童をして此原則
を十分に会得せしめ之に依りて小数及ひ分数に関す
る計算を為さしむることとしたり。蓋し小数及ひ分
数に於ては其数の成立に於て既に乗除の意義を含め
るを以て之を以て乗除する如きは複雑なる思考を要
するか為めに児童は大に困難を感するを常とす。然
れとも小数及ひ分数を単に一つの数なりと考へしめ
て其数の成立を顧みしめす上記の原則に依りて計算
せしむる時は此困難を除去することを得へけるれは
なり。」（文部省，1905a）
　上記は，2 つのことを述べている。1 つは，数と
その計算は無関係としていることである。例えば，
80 × 3 は「80 の 3 個分」として意味づけられるが，
80 × 2.7 は「80 の 2.7 個分」とは言えない。この
ように数の意味と計算の意味を関係づけようとする
と不都合が生じるため，そのような関係づけをしな
いことを宣言している。1 つは，数と計算との関係
づけを避ける理由として，児童にとって難しいと判
断されていることである。つまり明治時代において
数と計算の関係づけの必要性は認識されていたもの
の，指導しない立場であった。
　同様に藤沢も，数と計算の関係づけ（特に分数の
除法）の困難性を以下のように述べている。
　「分数には大分に避くべからざる困難があります。
例へば分数掛け算に於ける困難の如きは昔からあっ
たものです。」（藤沢，1900, p.200）
　小数の乗法は高等小学校 1 年で取り扱われる。
「　　［乗法即ち掛け算，その二］
　　　　　（小数を掛くること）
例　3.9 × 7=27.3　0.39 × 7=2.73
　　3.9 × 0.7=2.73　0.39 × 0.7=0.273
　小数を掛くるには，小数点を顧みずして掛け，被
乗数と乗数との小数位の桁数の和だけ小数位がある
様に積に小数点を打つべし。
（1）次の掛け算を為すべし。
　　345 × 0.5=　 876 × 0.36=　   7813 × 1.25=
　　5.23 × 0.8=　29.01 × 0.23=　147.3 × 1.4=
　　0.1 × 0.1=　  0.008 × 0.07=　2.5 × 1.6=
　　2.146 × 2.146=　0.00925 × 0.04=
（2）次の積を求めよ。
　　700 人× 0.5=　 925 石× 0.72=　536 里× 1.4=
　　5.16 貫× 0.8=　7.35 尺× 3.6=　 1.25 升× 5.3=
（3）1 升 17.5 銭の白米 4 升の代金，0.4 升の代金は
各何程なるか。」（文部省，1905b, p.16）
　「整数の乗法」と「被乗数が小数である乗法」は
既習なので，それらを比較しながら，小数の乗法に
関する計算の仕方（ここでは小数点の打ち方）に焦
点化されている。具体的には「被乗数が 1/10 にな
ると結果も 1/10 になる」と「乗数が 1/10 になると
結果も 1/10 になる」を見出すようにしている。純
小数の乗法から帯小数の乗法への順序である。その
後（2）で「名数の乗法」，（3）で「文章題」が扱わ
れている。（3）の文章題において，2 つの数量は，
白米の代金とかさである。演算決定の方法は，整数
の乗法から類推して小数の場合も乗法となることで
ある。つまり文章題中の数値を整数に置き換え（17.5
× 4），整数の乗法の文章題とみなし，そのときの
演算は小数になっても通用することが前提となって
いる（17.5 × 0.4）。これは，「形式不易の原理」で
あり，整数で成り立つ規則は小数でも通用すること
が前提となっている。小数の乗法の意味を指導しな
いのでこのような方法が可能である。
（２）第2期教科書
　第 2 期教科書は，明治 40 年に義務教育年限の延
長に伴う改訂である。尋常小学校は 6 年，高等小学
校は 2 年となった。明治 43 年から義務教育の延長
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が実施された。教科書は以下のように変更された。
尋常小学算術書　児童用 4 巻（3 学年から 6 学年）
　　　　　　　　教師用 6 巻
高等小学算術書　児童用 2 巻　教師用 2 巻
　児童用教科書には，主要な定義や計算規則は省か
れ，例題や問題を載せた問題集形式となった。小数
の乗法に関する主な変更点は，趣意書に書かれてい
るように問題数が増えたことである。
「第十四頁より第十七頁までの小数を掛くること及
び小数にて割ることの部分は旧教科書よりも紙数を
増して問題を多くしたり。」（文部省，1910a）
　小数の乗法の取り扱いは以下のようである。
「例
　　　　　２３　　　 ２. ３　　　  ０. ２３
　　　　×　５　　×　　５　　×　　　５
　　　　１１５　　  １１. ５　　　 １. １５
　　　  　  ２３　　　  ２. ３　　　 ０. ２３
　　　  ×０. ５　　  ×０. ５　　 ×　０. ５
　　　  １１. ５　　  １１. ５　　 ０. １１５
　　　　　２３　　　　２. ３　　　０. ２３
　　  ×０. ０５　　×０. ０５　　×０. ０５
　　　  １. １５　　０. １１５　０. ０１１５
（1）次の掛算を行へ。
　345 × 0.5 　　876 × 0.36 　　830 × 0.123
　52.3 × 0.8　　29.3 × 0.75　　65.2 × 0.046
　9.07 × 0.9　　4.36 × 0.08　　3.48 × 0.005
　0.58 × 0.4　　0.02 × 0.07　　0.79 × 0.303
（2）次の乗法を為せ。
　183 × 1.8　　 900 × 2.11　　 270 × 1.111
　2.09 × 4.7　　25.3 × 4.08　　4.31 × 6.075
　0.15 × 3.3　　0.37 × 3.56　　0.18 × 8.245
（3）次の積を求めよ。
　700 円× 0.5　 　925 石× 0.04　 　34.2 丈× 0.006
　5.16 貫× 0.8　　25.4 匁× 0.73　　1.09 里× 0.415
　0.35 尺× 1.4　　0.08 石× 4.82　　0.03 円× 1.331
（4）次の計算を行へ。
　（46.7+2.3）× 0.4
　46.7+2.3 × 0.4
　17.38 × 4 × 1.5 ÷ 6+2.62-20
　（973-46.5）× 1.2+（215+45）÷ 13
　（74.5+13.5）× 7.3 ÷ 11-3 × 1.5
（5）1 升 14 銭 5 厘なる白米 4 升の代金は何程なるか。
0.4 升即ち 4 合の代金は何程なるか。又 4 升 4 合
の代金は何程なるか。
（6）一袋に茶八十匁づつ入りたる袋若干あり。此の
袋五個に在る茶の目方は何程なるか。三袋半にて
は何程なるか。又六袋半にては如何。」（文部省，
1910b, pp.14-15）
　教師用書には（5）について，以下の留意点が示
されている。
「1 升の代金に升数を掛くれば，其の升数が整数，
小数，帯小数の如何に拘らず，常に其の代金を得べ
きことを会得せむべし。」（文部省，1910c, p.15）
　このように第 1 期で述べた演算決定の方法は形式
不易の原理によることが明示されている。
　計算の仕方は，筆算形式で示され，「被乗数が
1/10，1/100 に な る と 結 果 も 1/10，1/100 に な
る」と「乗数が 1/10，1/100 になると結果も 1/10，
1/100 になる」を見出すようにしている。1/100 の
場合が追加されている。純小数の乗法から帯小数の
乗法への順序で取り上げている。かっこのついた計
算が追加され，全体に計算が増えた。
（３）第3期教科書
　この改訂は，第 1 次世界大戦を契機とする社会情
勢の変化，大正新教育の思潮，国際的な数学教育改
造運動，国定算術書を使用した経験に基づく高等師
範学校，各府県の師範学校の修正意見を参考にして
編成された。教科書は大正 7 年から大正 13 年にわ
たって発行された（1 年生用教科書は大正７年，6
年生用教科書は大正 13 年）。
　趣意書には小数の乗法に関して以下のように述べ
られている。
「小数の乗法に於て簡易なる小数を掛くることを加
へたる理由は左の如し。
1 ．修正版第六二頁第六三頁に於て或数又は或量の
五分の二，十分の七などを問ふ所の問題あり。小
数に於ても之に倣ひて或数又は或量の六分，八分
などを試問することは小数を理解せしむる当然の
教案にして之を計算するには乗数が小数なる乗法
に依らざるべからず。」（文部省，1920a）
　趣意書では，計算の意味を指導することが述べら
れている。すなわち× 0.6，× 0.8 の意味は，元の
数の 6 分や 8 分を求めることとしている。そのため
これまであった被乗数，乗数，結果の関係は削除さ
れている。文章題は内容ごとではなく，「応用問題」
で一括して扱うようになった。
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　「乗法」の単元内で，整数の乗法に引き続いて，
小数の乗法が以下のように取り扱われている。4 年
で小数の乗法が扱われているが，同様の内容が 5 年
でも扱われている。
「（6）
　　 ２４　   １５６　　    ３１８　  　　 　 ９２
　×０. ３　  ×０. ８　  ×０. ０６　  ×０. ００２
　　７. ２
　　  ３７１　 １３５０　　３６９０　　　　 　４
　×０. ２８  ×０. ７４  ×０. ０５１  ×０. ０２３
（7）
　　１. ５８　 ７３５. ２　 １０９. ３　　６０. ７
　　×４. ２　 ×　３. ５　 ×０. ７８　×０. ５９
　　  ３１６
　  ６３２　
　６. ６３６
　　０. ４８　　　  ０. ６　　　　０. ２
　　×４. ９　  ×０. ８５　　×０. ３９
（8）次の掛算をなせ。
　70 × 0.5　  67.1 × 0.6　  49 × 0.09　  62 × 0.007
　26 × 0.4　  50.4 × 1.3　  23 × 0.78　  70 × 0.053
　34 × 3.6　  9.76 × 2.7　  7.5 × 0.32　  85 × 0.048
（9）次の掛算の答は分の位に止め，その下は四捨五
入せよ。
8.1 × 0.9　  6.3 × 1.4　  82 × 0.47　  85 × 0.025
（10）次の掛算の答は一の位に止め，小数部は四捨
五入せよ。
57 × 0.8　9.6 × 3.9　11 × 0.45　27 × 0.086」（ 文
部省，1920b, p.69）
　教師用書には以下のように書かれている。
「以下乗数が小数又は帯小数なる場合を掲ぐ。或数
に例へば 0.3 を掛くとは其の数の 3/10 即ち其の数
を 10 等分したるものの 3 倍を求むること，0.28 を
掛くとは 100 等分したるものの 28 倍を求むること
なるを教へ，一般に小数又は帯小数を掛くることの
意義を説明し，整数に小数又は帯小数を掛くるには
其の小数点を取去りたる数を掛け，結果に於て乗数
と同数の小数位を有する様に小数点を打つべきこと
を授くべし。」（文部省，1920c, p.69）
　教師用書にある乗法の意味は，○× 0.3 とは○の
3/10，すなわち○を 10 等分したものを 3 倍するこ
ととしている。さらにこれまで整数と小数が表記の
上から同一とみなし，小数と分数を分けていた立場
から，小数と分数を結び付けられていることも重要
である。乗法の意味を指導することと小数と分数を
結びつけるようになったことは重要な変更点であ
る。
（４）第3期改訂教科書
　第 3 期改訂は大正 13 年にメートル法の実施によ
るものである。これまで扱っていた尺貫法とメート
ル法との換算などの度量衡に関する内容が大幅に削
除された。教科書発行は大正 14 年から昭和 3 年に
わたって行われた。
　「乗法」の単元内で，整数の乗法に引き続いて，
小数の乗法が以下のように取り扱われている。
「（11）
　  ２４　  １５６　  ３２６　 １０７９
×０. ３　×０. ８　×０. ６　×　０. ５
　７. ２
　 ３７２　　  ６７４　　　  ９０５　　  ４２３６
×０. ０４　×０. ０９　×０. ００２　×０. ００７
　　  ２８　　 　 １３　　 　 １２４　　　 　 ４８
×０. ０３　×０. ０６　×０. ００８　×０. ００２
（12）
　  １７５　 　 ２４６　　 　 ３６９　　　　  ７２
×０. ２７　×０. ４１　×０. ０５３　×０. ０１５
　  ９０８　 　 ３０８　　 　 ５５５　　　  ６７８
×０. ３９　×０. ７６　×０. ０９３　×０. １２３
（13）
　　  １８３　  ５２７　　 　 ３９　　  ７４１
　　×４. ５　×８. ６　×９. １２　×１. ０７
　 　 ９１５
　 　 ７３２
　８２３. ５
　 　 １３０　 　 ２７０　 　 ４８６
　　×４. ８　×６. ５１　×３５. ４
（14）次の掛算をなせ。
　2 × 0.4　  17 × 0.5　  130 × 0.06　  25 × 0.008
　9 × 0.7　  50 × 3.8　  521 × 0.45　  40 × 0.066
　8 × 1.8　  98 × 4.3　  608 × 2.77　  56 × 1.302
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（15）
　　４. ３６　　５４. ８　０. １５　０. ８２７
　　×０. ４　×０. ０８　×０. ６　　×０. ３
　１. ７４４
（16）
　　７. １　　９４. ７　　２. ３９　　　３. ６１
×０. １２　×０. ３４　×０. ７５　×０. ２６８
　　０. ５　 　０. １６　 　０. ２８　    　０. ９２
×０. ２９　 ×０. ４５　 ×０. ８６　 ×０. ９０１
（17）
　１. ４５　　３. ６７　　９. ３２　　８５. ４
　×６. ３　　×７. ７　×５. ４６　×３２. ９
　  ４３５
　  ８７０
９. １３５
　　７. ９１　４３. ８２　　　６. ０３
　×２４. ５　×１. ２８　×１. ０４２
　０. ８３　 ０. ２３　 ０. ５１８　 　　０. ３４
　×９. ６　 ×３. ９　 ×４８. ２　 ×１２. ３７
（18）次の掛算をなせ。
　0.8 × 0.5　　0.81 × 0.12　　0.09 × 1.603
　6.4 × 0.7　　0.46 × 2.43　　8.35 × 0.302
　4.3 × 7.8　　3.52 × 5.72　　79.6 × 2.401
（19）次の掛算をなせ。
　0.46km × 0.3　13.8 ａ× 1.5　9.46kg × 2.7」（文
部省，1927, pp.46-47）
　教師用教科書には第 3 期とほぼ同じ以下の留意点
が述べられている。
「以下乗数が小数又は帯小数なる場合を授く。或数
に例へば 0.3 を掛くとは其の数の 3/10 即ち其の数
を 10 等分したるものの 3 倍を求むること，0.27 を
掛くとは 100 等分したるものの 27 倍を求むること
なるを教へ，小数を掛くることの意義を説明し，整
数に小数を掛くるにはその小数点を無きものと見做
して掛算を行ひ，結果に於て乗数と同じ小数位を有
する様に小数点を打つべきことを授くべし。」（文部
省，1927c,p.46）
　今回の改訂は，小数の乗法の指導において，（19）
に名数の乗法が復活したことである。これは度量衡
に関する内容が削除されたため，ここで名数の乗法
を扱うようになったものと考えられる。第 3 期と第
3 期改訂の間にほとんど違いはない。
３．緑表紙教科書
　内容構成上の大きな変更点は，分数から小数への
順となったことである。そのため分数の乗法・除法
から小数の乗法・除法の順序となった。従って小数
の乗法に関する単元の前に分数の乗法が既に取り扱
われている。昭和10年に1年生用教科書が発行され，
順次昭和 15 年に 6 年生用教科書が発行された。
　この教科書は，塩野直道が中心となって編集され
た（塩野，1961, p.223）。
　黒表紙教科書では，意味指導は児童にとって困難
であるから指導しない立場であったが，一転して教
師用書では，意味指導の重要性が指摘されている。
　「この種の計算は，掛算に於ける交換法則を適用
すれば，既習計算に帰着するが，小数の場合にも交
換法則が成立つことを，自明の理のやうにして押し
つけるわけにはいかない。又，小数を掛けるといふ
ことを考へさせる必要のあることはいふまでもある
まい。教材要項にも記したやうに，小数は分数の特
別な場合と考へられるから，分数を掛けることの意
味を理解せしめた後では，小数について，改めて指
導する必要はないといふことが出来る。しかし，小
数は十進関係によって，整数と同様な数の表し方を
とり，分数とは表現形式が著しく異なってゐる。そ
のために，考へ方の上にも，分数の場合と異なった
趣が生ずるし，計算方法は，分数の場合よりも整数
の場合に類似してゐるから，やはり，小数の場合を
も一通りは指導する必要が認められるのである。但
し，小数を掛けることの意味の根本は，小数が 10
の乗冪を分母とする分数である点に存するから，分
数を掛けることに帰着させて理解をはかる必要があ
る。」（文部省，1939a, pp.122-123）
　小数の乗法は教科書では以下のように取り扱われ
ている。
「　　　　［小数］
（1）次の問題を式を立てて解とけ。
1km 行くには 15 分かかった。
（イ）4km 行くには何分かかるか。
（ロ）0.1km 行くには何分かかるか。
（ハ）0.8km 行くには何分かかるか。
（ニ）2.5km 行くには何分かかるか。
15 × 0.8=15 × 158
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　　　   =15 × 8 ÷ 10
（2）次の掛算をせよ。
6 × 0.5　　  30 × 0.4　　  38 × 0.6　　 400 × 0.3
5 × 0.08　　70 × 0.14　   52 × 0.04　   600 × 0.32
8 × 3.36　　20 × 4.3　　 60 × 2.4.5　  500 × 8.7
　　  ５６　　　　６８　　　 ７２９　　　８３０
×０. ２４　  ×０. ３９　  ×０. ５２　  ×０. ４６
　  ４０７　　　２６３　　 　　９２　 　３８４
×０. ７８　  ×３. １４　  ×４. ３５　  ×４. ７
  ４７０　　　 　 １７５
×６. ３　　　×５７. ６  」（文部省，1939b, p.36）
　重要な変更点をいくつか指摘できる。1 つは「1km
行くには 15 分かかった。」という具体的場面が最初
に提示されていることである。黒表紙教科書では，
計算と文章題を明確に分けているので，大きな転換
で あ る。1 つ は，4km，0.1km，0.8km，2.5km の
ように整数の乗法，純小数の乗法，帯小数の乗法が
同時に提示されていることである。これは整数の乗
法に基づいて小数の乗法を考えようとしているもの
である（演算決定の方法としてではなく，小数の乗
法の必要性を考える理由として位置づけられてい
る）。1 つは，分数の乗法が既に指導されているので，
小数の乗法の計算は，分数の乗法の計算に帰着させ
ていることである。黒表紙教科書では，小数と分数
を明確に分けているので，計算の仕方でも分数に帰
着させているのは大きな転換である。
４．水色表紙教科書
　この改訂は，尋常小学校が国民学校に改称された
ことによるもので，同時に教科が再編され，理数科
算数，理数科理科となった。5 年生の教科書は昭和
18 年に発行された。
カズノホン 1・2 年児童用・教師用各学年 2 冊
初等科算数 3 ～ 6 年児重用・教師用各学年 2 冊
　教師用教科書には以下のように書かれている。
　「小数を掛けることを指導するには，小数を掛け
るといふことを考へる意義を認めさせると共に，小
数を掛ける方法を会得させなくてはならない。とこ
ろで，小数を掛けると考へる意義を最初に理解させ
ることは相当困難である。これまでは，掛算とは，
被乗数を乗数の表す数だけ集めることであるとして
教へて来た。整数の範囲ではこれで十分である。と
ころが小数になると，集める数（回数とも言ふべき
もの）が半端になるから，これまでの掛算の意義だ
けでは考へられない。そこで，小数の掛算が必要と
なる実際の場合を考へさせ，事実に即して計算させ
ることから出発し，小数を掛けると考へる意義を理
解せしめるやうに導かなくてはならない。児童用書
では，整数の掛算を要する実際の場合から，これを
小数の場合に及ぼし，計算法を統一するといふ見地
から小数の掛算に導き，その間に，小数を掛けると
考へることの意義が次第に明らかとなるやうにし
た。」（文部省，1939a, pp.183-184）
　重要なことは，乗法の意味指導の重要性がここで
も指摘されていることである。さらに整数の乗法と
小数の乗法に関する意味の違いが具体的に指摘され
ている。つまり①整数の乗法は，個数のいくつ分で
あること，②整数の乗法の意味は小数の乗法では通
用しないこと，③場面が同じであるならば，乗数が
整数でも小数でも同様に乗法の式が成り立つように
したい（形式不易の原理が成り立つようにしたい）
を指摘していることである。
　教科書では以下のように取り扱われている。
「　　［小数］
（1）次の問題をといて，とき方を式に表してみよ。
1m 一円八十銭の絹布がある。
（イ）4m の価はいくらか。
（ロ）2.5m の価はいくらか。
（ハ）0.1m の価はいくらか。
（ニ）0.4m の価はいくらか。
（ホ）2.3m の価はいくらか。
　180 × 0.4=180 × 4 ÷ 10
　180 × 2.3=180 × 23 ÷ 10
（2）次の掛算をせよ。
　30 × 0.6　   180 × 0.7　   50 × 0.8　   125 × 0.2
　3 × 0.6　　 18 × 0.7　 　 4 × 0.5　　 65 × 0.8
　30 × 0.06　 230 × 0.04　  50 × 0.06　 76 × 0.05
　　  １２６　　　　６８　　  １４３
　　×０. ７　　  ×３. ５　　×６. ７
　　　  ３５　　　４０７
　×０. ４６　  ×０. ７８」（文部省，1939a, p.66）
　重要な変更点をいくつか指摘できる。1 つは，緑
表紙教科書では距離と時間の場面であったが，「1m
一円八十銭の絹布がある」という具体的場面に変更
されていることである。緑表紙教科書では分数の乗
法では，絹布と値段の具体的場面であり，小数と分
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数の指導順序を入れ替えたため，絹布と値段の具体
的場面が小数の乗法で取り扱われるようになった。
1 つは，4m，2.5m，0.1m，0.4m，2.3m のように整
数の乗法と小数の乗法が同時に示されているのは同
じであるが，帯小数が純小数よりも先に取り上げら
れていることである。1 つは，小数が分数よりも先
に取り上げられることとなったため，180 × 0.4=180
× 4 ÷ 10 のように分数に帰着することなく結果を
求めていることである。
５．小学算術5年
　戦後において検定制に移行する前に文部省著作の
教科書が発行された。
さんすう一，さんすう二，算数三
算数四，五，六（上下各 2 冊）
　その中で小数の乗法は以下のように取り扱われて
いる。
「　　　　［配給］
秋子さんのとなり組に，じゃがいもが配給になるそ
うだ。
　秋子さんは，おかあさんにたのまれて，となり
組の家のじゃがいも代を計算している。1kg が 1 円
28 銭である。
秋子の計算
1kg　   1 円　28 銭　　　１２８　　１２. ８
5kg　   6 円　40 銭　　　×　５　　×　  ２
0.2kg　　　25.6 銭　　　６４０　　２５. ６
5.2kg　6 円 65.6 銭
　秋子さんはどんなに考えて計算したのだろう。こ
れを説明せよ。
　秋子さんの家の分はいくらか。
家のなまえ 配給する重さ 金高
秋子の家 5.20kg
山本 7.28 〃
高田 2.08 〃
林 11.44 〃
尾上 4.16 〃
小島 4.16 〃
松山 8.32 〃
山田 3.12 〃
池田 6.24 〃
　秋子さんは，100g が 12.8 銭であることから，右
のような計算の仕方を工夫した。
　 　 １２. ８　　　　　 １. ２８
　　×　５２　　　　　×７２８
　　　２５６　　　 　 １０. ２４
　  ６４０. ０　　　 　 ２５. ６０
　  ６６５. ６　　　  ８９６. ００
　　　　　　　　　  ９３１. ８４
　次に，山本さんの家の分を，右のように計算した。
　どんなに考えて計算したのか。これを説明せよ。
　山本さんの家の分はいくらか。
　秋子さんは，128 × 5.2 や 128 × 7.28 を，そのま
まで計算する仕方はないものかと考えて，次のよう
な計算の方法を工夫した。答の小数点はどこにうて
ばよいかを考えている。
　　　１２８　　　　　　１２８
　　  ×５. ２　　　 　 ×７. ２８
　　　２５６　　　　　１０２４
　    ６４０　　　　　　２５６
　  ６６５. ６　　　    　８９６　
　　　　　　　　 　 ９３１. ８４
　秋子さんは，小数をかける計算で，小数点をうつ
所をきめるよい仕方に気がついた。
　どんなきめ方だろう。
　秋子さんは，上で分かった計算の仕方で，ほかの
家の分も計算している。
　私たちも計算してみよう。
　秋子さんは，計算がすんでから，次のようなこと
に目をつけて答えをたしかめた。
（a）128 × 5.2 は 5.2 × 128 と等しい
（b） 高田さんの家の分をもとにして，尾上・小島・
松山・池田さんの家の分をたしかめる。
（c） 高田・山田さんの家の分をもとにして，秋子・
山本・林さんの家の分をたしかめる。
　このような仕方で，答えをたしかめよ。
　まだ，このほかに，たしかめる仕方がないか，各
自に考えよ。
　秋子さんは，小数に小数をかける仕方を考えてい
る。例をじゃがいもの配給の時にした計算にとって，
考えている。
　  ０．１２８……（円）　　１. ２８……（円）
　×　　５２……（100g）　×５. ２……（100g）
　　　２５６　　　　　　 　２５６
　　６４０　　　　　　　 ６４０　
　  ６. ６５６　　　　　  ６. ６５６
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　小数に小数をかける時，小数点をどこにうてばよ
いか。」（文部省，1947, pp.27-30）
　教科書における指導過程は 2 つの段階に分かれて
いる。前半は既習事項での解決で，後半は線形性の
理解である。
　第 1 段階の既習事項での解決は以下のようであ
る。①小数の乗法の単元であるが，128 × 5.2 や
128 × 7.28 という式を立てず，既習事項での解決
を目指している。②既習事項での解決として乗数
を 5 と 0.2 に分けて，128 × 0.2 を 12.8 × 2 として
乗数が整数である乗法に帰着させている。つまり具
体的場面を手がかりに 100g の値段が 12.8 銭である
ことから結果を導いている。③直前の学習内容を活
用して中心課題である 128 × 5.2 を 12.8 × 52 とし
て解決している。④さらに解決方法の活用として，
1000g → 128 銭，100g → 12.8 銭，10g → 1.28 銭の
関係から，128 × 7.28 を 1.28 × 728 として解決し
ている。
　第 2 段階の線形性の理解は以下のようである。①
ここで小数の乗法（128 × 5.2 や 128 × 7.28）の求
め方を扱っている。② 128 × 5.2 は 5.2 × 128 と等
しいことを確認している。これは乗法において交
換法則が成り立つことを確認している。③ 2.08 ×
2=4.16，2.08 × 4=8.32，2.08 × 3=6.24 で あ る こ
とを確認している。このことは a・f（x）=f（a・
x）が成り立つことによる。例えば 2.08kg の 2 倍
はその代金を 2 倍すれば求められる。さらに④
2.08+3.12=5.2，2.08 × 2+3.12=7.28，2.08+3.12 ×
3=11.44 であることを確認している。例えば，2.08kg
と 3.12kg の代金は，それぞれの代金をたしたもの
に 等 し い。 こ の こ と は，f（x+y）=f（x）+f（y） 
が成り立つことによる。比例関係は線形性の 1 つで
あるが，このことが明確に取り上げられている。小
数の乗法の単元内において，線形性の内容が教科書
において取り上げられているのは，過去から今日ま
でこの教科書のみである。
Ⅲ　議　論
　教科書での小数の乗法に関する取り扱いの変遷を
以下の観点から議論する。
１．小数と分数の位置づけ
　黒表紙教科書では，分数よりも小数の優位性を認
め，小数の乗法が分数の乗法よりも先行した。しか
し第 3 期になると小数と分数の関係も指導されるよ
うになった。緑表紙教科書では，小数は分数の特別
な場合であるとし，分数の優位性を認め，分数の乗
法が小数の乗法よりも先行した。しかし水色表紙教
科書では，再び小数の乗法が分数の乗法よりも先行
した。これは，乗法の意味を重視するようになり，
整数の乗法との比較が必要になったため，分数の乗
法よりも小数の乗法の方が比較しやすいと考えられ
たためと考えられる。すなわち「小数は分数の特別
な場合である」ということが児童の発達段階からみ
て理解可能であるのかということとも関係がある。
２．純小数と帯小数の乗法の位置づけ
　当初黒表紙教科書では，純小数の乗法が中心課題
とされていたが，緑表紙教科書以降では次第に帯小
数の乗法から導入するようになった。ただし緑表紙
教科書では，「4km，0.1km，0.8km，2.5km」の順
序であったが，水色表紙教科書では，「4m，2.5m，
0.1m，0.4m，2.3m」の順序に変わり，帯小数の乗
法が純小数の乗法よりも先になった。緑表紙教科書
と水色表紙教科書にはあまり違いがないと考えられ
ているが，緑表紙教科書では，純小数の乗法が帯小
数の乗法よりも先となっていることから，純小数と
帯小数の乗法の位置づけでは，黒表紙教科書に近い。
　黒表紙教科書では，単なる手続きの習得と考えら
れやすいが，「被乗数が 1/10,1/100 になると結果も
1/10,1/100 になること」や「乗数が 1/10,1/100 に
なると結果も 1/10,1/100 になること」のような計
算のきまりが取り上げて計算の仕方が指導されてい
る。
３．具体的場面と乗法の意味
　意味づけについては，具体的場面を導入課題とし
た緑表紙教科書からと考えられるが，実際には，黒
表紙教科書の第 3 期で意味づけについて注意が払わ
れている。また緑表紙教科書では，距離と時間の場
面であったが，水色表紙教科書において絹布の長さ
と値段の今日の具体的場面となった。
　戦後の算数の教科書では，小数の乗法の文章題の
結果は小数の乗法を立式しなくとも既習事項で解決
できることが明確に取り上げられ，小数の乗法の式
の必要性に着目させた上で，その根拠となる線形性
を取り上げている。今日では小学校 5 年で明確に線
形性に着目させることはしないが，小数の乗法の教
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材研究をする場合にこの教科書の展開は示唆を与え
るものである。
Ⅳ　おわりに
　本稿の目的は，『黒表紙教科書』から『算数』ま
でを対象として，算数教科書における小数の乗法の
取り扱いに関する歴史的変遷を分析することであっ
た。そのため，小数と分数の位置づけ，純小数と帯
小数の乗法の位置づけ，具体的場面と乗法の意味の
観点から分析を行った結果以下のようなことが明ら
かとなった。
　黒表紙教科書では，分数よりも小数が先行してい
たが，分数との結びつきも既に見られるようになっ
た。緑表紙教科書では，小数は分数の特別な場合で
あるとし，分数が先行していたが，水色表紙教科書
では，小数が先行するようになった。
　当初黒表紙教科書では，純小数の乗法が中心課題
とされていたが，緑表紙教科書以降では次第に帯小
数の乗法から導入するようになった。ただし緑表紙
教科書では，「4km，0.1km，0.8km，2.5km」の順
序であったが，水色表紙教科書では，「4m，2.5m，
0.1m，0.4m，2.3m」の順序に変わり，帯小数の乗
法が純小数の乗法よりも先になった。
　意味づけについては，具体的場面を導入課題とし
た緑表紙教科書からと考えられるが，実際は，黒表
紙教科書の第 3 期で意味づけについて注意が払われ
ている。
　今後の課題は，明治の検定期の教科書と戦後の検
定教科書の比較分析である。また戦後の文部省著作
の教科書のような展開が児童にとってどの程度理解
できるものなのかも検討する必要がある。
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